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2019 年度 第 2 回 8 月  

東大本番レベル模試 
日本史・採点基準  

 

◆共通の基準◆ 
１．採点基準においては加点要素を，３点のものは太字・アミカケ☐☐で，２点のものは二重線□□で，１点のものは下線□

□で，それぞれ示している。採点に際しては常に前後の文脈に留意する（◎で示した事項，（ ）内に示した事項に内容が

反していないかを確認する。例外的対応などについては※で示してある。）。許容する事例や加点要素の要件を一部しか満

たしていないため配点未満の得点を与える。 
２．歴史用語等（太字で表示）についての誤字，漢字で記すべき語句のひらがな・カタカナ表記は，それが加点要素に直接関

係する場合，漢字 1文字分につき１点減点とするが，脱字，当て字のある歴史用語等の表記は，非加点。同一語句・文字

がくりかえし誤っている場合は，それぞれを減点の対象とするのではなく，まとめて１点減点とする。加点要素とは直接

関係しない箇所に誤字があった場合，減点しない。 
３．設問によっては加点要素の合計が配点を超えている場合がある。ただし，各問とも配点を満点としてこれを超える得点は

与えない。 

 

◆採点基準上の記号◆ 
１．◎   …前提条件       （例）「◎アメリカ」                 →「イギリスは第一次世界大戦に参戦した」 

                               「第一次世界大戦に参戦した」      ◎の内容と整合性がないため非加点 

※◎の内容は答案上に明示されていなくても良い 

２.（    ）…前提条件       （例）「（首相の）浜口雄幸」     →「浜口雄幸蔵相」…（    ）の内容と整合性がないため非加点 

※（    ）の内容は答案上に明示されていなくても良い 

３．〔    〕…別表現       （例）「益田〔天草四郎〕時貞」→「益田時貞」と「天草四郎時貞」 
４．（    ）…省略可能箇所 （例）「遥任(国司）」          →「遥任」と「遥任国司」 
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第１問 平城京に入京した人びと 

◆加点要素の合計点２３点→１５点満点◆ 

 

Ａ  

◆加点要素の合計点８点→５点満点◆ 

◎平城京に集まった人びと 

a 蝦夷 ………１点以内 

b 隼人 ………１点以内 

c （律令国家の）権力を朝貢や儀式で示した ………２点以内 

d 調と庸を運ぶ運脚 ………２点以内 

e 京を警備する衛士 ………２点以内 

 

Ｂ  

◆加点要素の合計点１５点→１０点満点◆ 

◎朝鮮半島から帰国した使者 

a 遣新羅使 ………２点以内 

b 疫病をもたらした ………１点以内 

c 国分寺を建立する〔大仏を造立する〕動機をもたらした ………２点以内 

◎朝鮮半島にあった国家の使者 
e 新羅使 ………２点以内 

f 従属国の使者としての姿勢を改めた ………１点以内 

g （日本と）新羅との関係を緊張させた ………２点以内 

h アジアの物資〔工芸品〕を持ち込んだ ………１点以内 

i 天平文化の国際色を高めた ………２点以内 

j 大仏にもちいる金の調達先だった ………２点以内 
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第２問 蓮如の布教と一向一揆 

◆加点要素の合計点２４点→１５点満点◆ 

 

Ａ 

◆加点要素の合計点１３点→７点満点◆ 

◎蓮如の教団 

a 本願寺派 ………２点以内 

b 講を活用した ………２点以内 

c 御文を活用した ………２点以内 

d 道場をおいた ………２点以内 

  ※「御坊をおいた」「寺内町を形成した」は非加点 

e 惣村に布教した ………２点以内 

f 蓮如の子を拠点寺院に配置した ………１点以内 

◎「17世紀初頭における為政者の統治策」 

g 江戸幕府〔徳川家康〕が親藩〔三家〕を要地に配置した ………２点以内 

 

Ｂ  

◆加点要素の合計点３点→３点満点◆ 

◎門徒 

a 悪人正機(説)を曲解した ………２点以内 

◎門徒への評価 

b （社会・規律・権力に）反抗的な存在 ………１点以内 

※「（社会・規律・権力に対して）自由な存在」は非加点 

 

Ⅽ  

◆加点要素の合計点８点→５点満点◆ 

◎「隣国」の勢力 

a 国人も加わった加賀の一向一揆 ………３点以内 

b 富樫政親を倒した ………２点以内 

 「守護の存在を形式化した」は非加点 

c 加賀の自治支配を実現した ………１点以内 

d 石山戦争が終結するまで存続した ………１点以内 

e 織田信長との戦いが終結するまで存続した ………１点以内 
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第３問 日朝関係と通信使・貿易 

◆加点要素の合計点２３点→１５点満点◆ 

 

Ａ 

◆加点要素の合計点１５点→１０点満点◆ 

◎東アジア情勢 

a 明の弱体化 ………２点以内 

◎第４回目の朝鮮使節 

b 通信使 ………３点以内 

◎朝鮮 

c 明から冊封を受けていた ………２点以内 

d 清から服属を要求されていた ………２点以内 

e 日本に再侵略される可能性を絶とうとした ………２点以内 

◎日本の朝鮮外交 

f (日本側の外交対応を)幕府が掌握しようとした ………２点以内 

g 将軍の呼称を(日本国)大君に統一させようとした ………２点以内 

 

Ｂ  

◆加点要素の合計点８点→５点満点◆ 

◎「こうした政策」 

a 徳川吉宗による ………１点以内 

b 実学の奨励 ………１点以内 

c 朝鮮人参の国産化 ………１点以内 

◎宗氏の藩 

d 対馬藩 ………２点以内 

e 日朝貿易の利益に依存していた ………１点以内 

f 朝鮮人参を輸入していた ………１点以内 

g 財政が悪化した ………１点以内 
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第４問 政党の合同 

◆加点要素の合計点２４点→１５点満点◆ 

 

Ａ  

◆加点要素の合計点１３点→８点満点◆ 

◎「この動き」 

a 板垣退助の自由党と大隈重信の進歩党が合同した ………３点以内 

b 憲政党が組織された ………１点以内 

◎「この動き」を受けて成立した内閣 

c 第１次大隈(重信)内閣 ………２点以内 

d 憲政党による内閣 ………１点以内 

e 初の政党内閣 ………１点以内 

◎「この動き」を受けて成立した内閣の総辞職の契機 

f （文相の）尾崎行雄が関係した ………１点以内 

g 共和演説事件 ………２点以内 

h （文相の）辞任／（文相の）後任の選定 ………１点以内 

i （与党の）内部対立 ………１点以内 

 

Ｂ  

◆加点要素の合計点１１点→７点満点◆ 

◎第二次世界大戦後の二大政党制 

a 55年体制 ………３点以内 

b 自由民主党と日本社会党によるもの ………２点以内 

c 冷戦を背景に成立した ………１点以内 

d 日本社会党の左右両派の統一を要因として成立した ………１点以内 

e 自由党と日本民主党の保守合同を要因として成立した ………２点以内 

f 保守の政党と革新の政党によるもの ………１点以内 

※「議院内閣制にもとづく」は非加点 

◎戦前期の二大政党制 

g 保守の政党２党によるもの ………１点以内 

※「元老の推挙によるもの」は非加点 

 


